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O n e  h u n d r e d  a n d  e i g h t  a d u l t  p a t i e n t s  w i t h  

t h e  d i a g n o s i s  o f  a c u t e  

p h a r y n g o - t o n s i l l i t i s  w e r e  e n r o l l e d  i n  t h e  

p r o s p e c t i v e  s t u d y  f r o m  M a y  t o  J u l y  i n  2 0 0 4 .  

A  t o n s i l l a r  o r  p h a r y n g e a l  c u l t u r e  w a s  

o b t a i n e d  a t  t h e  i n i t i a l  v i s i t .  T h e  s c o r e  o f  

s e v e r i t y  w a s  m o n i t o r e d  b y  t h e  a d d i t i o n  o f  

t h e  s y m p t o m / s i g n s  s c o r e s  t o  p h a r y n x / t o n s i l  

s c o r e s .  T h e  p a t i e n t s  w e r e  c a t e g o r i z e d  i n t o  
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3  g r o u p s  a c c o r d i n g  t o  t h e  s c o r e  s y s t e m .  O n e  

h u n d r e d  a n d  s i x t y  f i v e  s t r a i n s  w e r e  

d e t e c t e d  i n  9 5 ( 8 8 % )  o f  1 0 8  p a t i e n t s .  

H a e m o p h i l u s  g r o u p  w a s  d e t e c t e d  i n  

9 0 ( 5 4 . 5 % )  o f  1 6 5  s t r a i n s .  β - h a e m o l y t i c  

s t r e p t o c o c c i  w e r e  d e t e c t e d  i n  2 8 ( 1 7 % ) .  

P a t i e n t s  w i t h  β - h a e m o l y t i c  s t r e p t o c o c c i  

s h o w e d  s i g n i f i c a n t l y  h i g h e r  s y m p t o m / s i g n s ,  

p h a r y n x / t o n s i l  a n d  s e v e r i t y  s c o r e s  t h a n  

t h o s e  w i t h o u t  β - h a e m o l y t i c  s t r e p t o c o c c i .  

T h e s e  r e s u l t s  s u g g e s t  t h a t  t h e  s c o r e  s y s t e m  

o f  s e v e r i t y  a n d  t h e  d e t e c t i o n  o f  

β - h a e m o l y t i c  s t r e p t o c o c c i  a r e  e s s e n t i a l  

t o  e v a l u a t e  a n d  m o n i t o r  t h e  c l i n i c a l  

o u t c o m e  o f  a c u t e  p h a r y n g o - t o n s i l l i t i s .  
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は じ め に  

 急 性 咽 頭 ・ 扁 桃 炎 は 上 気 道 感 染 症 の 中 で 最

も 頻 度 が 高 く ， 日 常 臨 床 で 頻 回 に 遭 遇 す る 疾

患 で あ る ． こ れ ま で 多 く の 急 性 咽 頭 ・ 扁 桃 炎

の 検 出 菌 に 関 す る 報 告 が な さ れ て き た 1 - 9 ) ．

し か し ， 近 年 常 在 菌 叢 の 乱 れ や 各 種 病 原 菌 の

耐 性 化 な ど が 指 摘 さ れ て お り 1 0 - 1 1 ) ， 起 炎 菌

の 把 握 は 治 療 法 を 選 択 す る 上 で 重 要 で あ る ．

今 回 我 々 は 成 人 の 急 性 咽 頭 ・ 扁 桃 炎 に お け る

検 出 菌 と 重 症 度 ス コ ア と の 関 連 性 ， 耐 性 菌 の

頻 度 な ど に つ い て 検 討 し た ．  

 

対 象 と 方 法  

 2 0 0 4 年 5 月 か ら 7 月 ま で 当 科 を 含 め 1 1 ヵ

所 の 関 連 施 設 （ 旭 川 医 大 病 院 ， J A 旭 川 厚 生 病

院 ， 王 子 総 合 病 院 ， 北 見 赤 十 字 病 院 ， 釧 路 労

災 病 院 ， 札 幌 徳 州 会 病 院 ， 市 立 士 別 病 院 ， 市

立 名 寄 病 院 ， 日 鋼 記 念 病 院 ， 北 海 道 社 会 保 険

病 院 ， 市 立 稚 内 病 院 ） に お い て 咽 頭 痛 ， 嚥 下

痛 が あ り ， 咽 頭 後 壁 や 扁 桃 に 発 赤 を 認 め 急 性
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咽 頭 ・ 扁 桃 炎 と 診 断 さ れ た 1 5 才 以 上 の 症 例 を

対 象 と し た ．  

1 ． 細 菌 培 養  

 初 診 時 に 扁 桃 炎 の 場 合 は 扁 桃 陰 窩 ， 咽 頭 炎

は 咽 頭 側 索 か ら 綿 棒 B B L  C u l t u r e S w a b  P l u s  

( B D 社 製 ) を 用 い て 検 体 を 採 取 し ， チ ョ コ レ ー

ト 寒 天 培 地 に 塗 抹 し た ． 培 地 を 炭 酸 ガ ス 条 件

下 で 三 菱 化 学 ビ ー シ ー エ ル 社 に 送 付 し ， 菌 が

培 養 ， 同 定 さ れ た ． α 溶 連 菌 ， N e i s s e r i a 属

は 常 在 菌 と し て 検 出 菌 か ら 除 外 し た ． 検 出 菌

に 対 す る M I C は N C C L S  M 7 - A 6 ,  2 0 0 3 1 2 ) ，

M 1 0 0 - S 1 4 ,  2 0 0 4 1 3 ) に 準 じ た 微 量 液 体 希 釈 法 に

て 測 定 し た ． 使 用 薬 剤 は l e v o f l o x a c i n ( L V F X ) ，

c e f c a p e n e  p i v o x i l ( C F P N - P I ) ， c e f d i t o r e n  

p i v o x i l ( C D T R - P I ) ， c l a r i t h r o m y c i n ( C A M ) ，

a m o x i c i l l i n ( A M P C ) で あ っ た ．  

2 ． 迅 速 診 断  

咽 頭 ぬ ぐ い 液 を 用 い て A 群 β 溶 連 菌 検 出 の

た め に S t r e p  A  p l u s ® （ ダ イ ナ ボ ッ ト 社 製 ）

を 使 用 し ， 尿 中 の 肺 炎 球 菌 関 連 抗 原 検 出 に
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N o w ®  ( B i n a x 社 製 ) を 用 い た ．  

3 ． 重 症 度 分 類  

急 性 咽 頭 ・ 扁 桃 炎 の 重 症 度 ス コ ア を T a b l e  1

に 示 す よ う に 点 数 化 し た 。日 常 生 活 の 困 難 度 ，

咽 頭 痛 ・ 嚥 下 痛 ， 発 熱 の 3 項 目 か ら な る 症 状

ス コ ア ， 咽 頭 粘 膜 の 発 赤 腫 脹 ， 扁 桃 の 発 赤 腫

脹 ， 扁 桃 の 膿 栓 の 3 項 目 か ら な る 咽 頭 ・ 扁 桃

ス コ ア を 設 定 し ， そ れ ぞ れ 0 か ら 2 点 ま で の

3 段 階 に 分 け ， 点 数 化 し た ． さ ら に T a b l e  2

の よ う に 症 状 ス コ ア と 咽 頭 ・ 扁 桃 ス コ ア の 合

計 で 0 - 3 点 を 軽 症 ， 4 - 8 点 を 中 等 症 ， 9 - 1 2 点

を 重 症 と 分 類 し た ．  

4 ． 統 計 学 的 解 析  

有 意 差 検 定 に は M a n n - W h i t n e y  U  t e s t を 用 い

た ．  

 

結 果  

 1 0 8 例 が こ の 追 跡 調 査 の 対 象 と な っ た 。 そ

の 内 訳 は 男 性 5 5 例 ， 女 性 5 3 例 で あ り ， 年 齢

は 1 6 才 か ら 7 9 才 ま で で 中 央 値 は 2 9 才 で あ っ
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た 。 重 症 度 分 類 を 用 い て 分 類 し た 結 果 ， 重 症

群 は 2 8 例 ( 2 5 . 9 % ) ，中 等 症 群 は 5 7 例 ( 5 2 . 8 % ) ，

軽 症 群 は 2 3 例 ( 2 1 . 3 % ) で あ っ た ． 1 0 8 例 中 9 5

例 ( 8 8 % ) に お い て 扁 桃 ま た は 咽 頭 側 索 か ら 合

計 1 6 5 株 同 定 さ れ た ．そ の 内 訳 は H e a m o p h i l u s .  

p a r a i n f l u e n z a e や H .  i n f l u e n z a e を 含 め た

H e a m o p h i l u s 属 が 9 0 株 ( 5 4 . 5 ％ ) と 多 く 検 出 さ

れ た （ T a b l e  3 ）． S t a p h y l o c o c c u s .  a u r e u s は

3 4 株 ( 2 0 . 6 % ) , S t r e p t o c o c c u s .  p y o g e n e s や S .  

a g a l a c t i a e を 含 め た β 溶 連 菌 は 2 8 株 ( 1 7 % ) ，

S .  p n e u m o n i a e は 4 株 ( 2 . 4 % ) , M o r a x e l l a .  

c a t a r r h a l i s は 4 株 ( 2 . 4 % ) , P s e u d o m o n a s  

a e r u g i n o s a は 2 株 ( 1 . 2 % ) の 頻 度 で 検 出 さ れ た .

１ 株 の み 検 出 さ れ た 症 例 は 4 0 例 ( 3 7 % ) ， 2 株

検 出 さ れ た 症 例 は 3 7 例 ( 3 4 . 2 ) , 3 株 は

1 3 ( 1 2 % ) , 4 株 は 3 例 ( 2 . 7 % ) で あ っ た ．  

薬 剤 感 受 性 を 検 討 し た と こ ろ ， H .  

i n f l u e n z a e 2 6 株 に 対 し L V F X ， C F P N - P I ，

C D T R - P I ， C A M ， A M P C の M I C 5 0 は そ れ ぞ れ

< 0 . 0 6 μ g / m L ，< 0 . 0 6 μ g / m L ，< 0 . 0 6 μ g / m L ，8 μ g / m L ，
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0 . 2 5 μ g / m L で あ っ た ． β 溶 連 菌 2 8 株 に 対 し

L V F X ， C F P N - P I ， C D T R - P I ， C A M ， A M P C の M I C 5 0

は そ れ ぞ れ 0 . 5 μ g / m L ， < 0 . 0 6 μ g / m L ，

< 0 . 0 6 μ g / m L ， < 0 . 0 6 μ g / m L ， < 0 . 0 6 μ g / m L で あ っ

た ． S .  a u r e u s 3 4 株 に 対 し L V F X ， C F P N - P I ，

C D T R - P I ， C A M ， A M P C の M I C 5 0  は そ れ ぞ れ

0 . 2 5 μ g / m L ，1 μ g / m L ，2 μ g / m L ，0 . 5 μ g / m L ，1 μ g / m L

で あ っ た ．  

 迅 速 診 断 キ ッ ト を 用 い た 検 討 で は A 群 β 溶

連 菌 迅 速 診 断 キ ッ ト で 陽 性 は 9 例 で あ り ， そ

の 内 6 例 が 細 菌 培 養 で も A 群 β 溶 連 菌 ( S .  

p y o g e n e s ) が 同 定 さ れ た ．さ ら に 迅 速 診 断 キ ッ

ト で 陰 性 9 0 例 中 8 7 例 が 細 菌 培 養 で A 群 β 溶

連 菌 が 同 定 さ れ ず ， 両 者 の 一 致 率 は 9 4 ％ で あ

り ，有 意 な 相 関 を 認 め た ( p < 0 . 0 0 0 1 ) ．し か し ，

肺 炎 球 菌 は 細 菌 培 養 で 4 株 検 出 さ れ た が ， 尿

中 の 肺 炎 球 菌 関 連 抗 原 検 出 キ ッ ト で は 陽 性 例

は な く ， 相 関 は 認 め ら れ な か っ た ．  

検 出 菌 と 重 症 度 分 類 と の 関 連 を み る と 重 症

群 で は β 溶 連 菌 が 4 4 株 中 1 2 株 ( 2 7 . 3 % ) と 高 頻 度
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に 検 出 さ れ た こ と ( T a b l e  3 ) ， β 溶 連 菌 検 出 群 で は

初 診 時 と 3 - 5 日 目 に お い て 有 意 に 症 状 ， 咽

頭 ・ 扁 桃 ，重 症 度 ス コ ア が 高 か っ た ( F i g .  1 ) ．  

 

考 察  

急 性 咽 頭 ・ 扁 桃 炎 の 検 出 菌 に つ い て は ， 古

く か ら 詳 細 に 検 討 さ れ ， こ れ ま で 多 く の 報 告

が あ る 1 - 9 ) ． し か し ， 検 出 菌 種 や 菌 の 分 離 頻

度 に は 年 代 に よ っ て 変 遷 が あ る ． 溶 連 菌 に つ

い て は ， 1 9 5 0 年 代 は 急 性 扁 桃 炎 に お い て 溶 連

菌 検 出 率 が 約 5 0 % と さ れ て い る 1 - 2 ）． 1 9 7 6 年 の

将 ら 3 ) に よ る 急 性 扁 桃 炎 4 0 株 に お け る 報 告 で

は 溶 連 菌 が 1 7 株 ( 4 2 . 5 % ) で あ っ た ．そ の 後 溶 連

菌 の 分 離 頻 度 の 低 下 が 指 摘 さ れ て お り ， 今 回

の 検 討 で は 溶 連 菌 （ β 溶 連 菌 ） の 分 離 頻 度 は

2 7 株 ( 1 7 % ) で あ っ た ． S .  p y o g e n e s ( A 群 β 溶 連

菌 ) に 限 定 す る と 鈴 木 ら 5 ) の 報 告 で は 1 9 8 8 年

の 2 3 . 6 % か ら 1 9 9 8 年 で は 1 8 . 9 % ， 西 村 ら 9 ) の 報

告 で は 1 9 9 8 年 の 1 3 . 7 % か ら 2 0 0 3 年 に 5 % に 減 少

し て い る と し て い る ． 今 回 の 検 討 で は S .  
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p y o g e n e s が 1 6 5 株 中 9 株 ( 5 . 5 % ) に す ぎ な か っ た ．

こ れ は 今 回 の 検 討 で 小 児 例 は 含 ま れ て い な い

こ と ， 流 行 す る こ と の 少 な い 5 月 か ら 7 月 に 検

討 を 行 っ た こ と も 分 離 頻 度 が 低 か っ た こ と に

関 連 し て い る 可 能 性 が あ る ． し か し ， そ の 他

の 報 告 5 , 7 , 8 ) で は S .  p y o g e n e s の 分 離 頻 度 は

1 0 - 3 0 % で あ り ， 後 述 す る よ う に 依 然 重 要 な 起

炎 菌 と 考 え ら れ る ．  

H a e m o p h i l u s 属 は 今 回 の 検 討 で 全 1 6 5 株 中 9 0

株 ( 5 4 . 5 % ) に 検 出 さ れ ，こ れ ま で の 急 性 扁 桃 炎

の 検 出 菌 に 関 連 し た 報 告 の 中 で 最 も 分 離 頻 度

が 高 か っ た ．そ の 理 由 と し て 全 体 の 約 3 0 % を 占

め る H .  p a r a i n f l u e n z a e を 検 討 に 加 え た こ と ，

今 回 の 検 討 で は 検 体 を 採 取 し た 直 後 に チ ョ コ

レ ー ト 寒 天 培 地 に 塗 末 し ， さ ら に 炭 酸 ガ ス 条

件 下 で 培 地 を 輸 送 し た こ と が H a e m o p h i l u s 属

の 菌 の 増 殖 に 適 し て い た こ と が 考 え ら れ た ．

H .  i n f l u e n z a e に 限 定 す る と ， 1 9 7 6 年 の 将 ら 3 )

の 急 性 扁 桃 炎 に お け る 報 告 で は 検 出 さ れ て お

ら ず ， 1 9 8 7 年 の 馬 場 ら 4 ) の 報 告 に お い て は 全
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1 3 8 2 株 中 8 5 株 ( 6 . 2 % ) で あ っ た ． そ れ に 対 し

1 9 9 8 年 の 鈴 木 ら 5 ) は 2 9 1 株 中 6 1 株 ( 2 1 % ) 検 出 さ

れ た こ と か ら ， H .  i n f l u e n z a e の 増 加 を 指 摘 し

て い る ．今 回 の 検 討 で は 2 6 株 ( 1 5 . 8 % ) で あ っ た ． 

近 年 ， 耳 鼻 咽 喉 科 領 域 感 染 症 の 中 で 耐 性 菌

の 増 加 が 指 摘 さ れ て お り 5 , 1 1 ) ， M R S A に つ い て

は ，1 9 9 8 年 の 宮 本 ら 1 4 ) の 報 告 で は S .  a u r e u s 7 0

株 中 1 株 の み 検 出 さ れ ， 2 0 0 0 年 の 藤 澤 ら 6 ) の 報

告 で は S .  a u r e u s 5 6 株 中 0 株 と し て お り ， ほ と

ん ど 検 出 さ れ て こ な か っ た ． し か し 今 回 の 検

討 で は S .  a u r e u s 3 4 株 中 2 株 ( 5 . 9 % ) で あ り ， 耐

性 化 が 始 ま っ て い る こ と も 考 え ら れ ， 急 性 咽

頭 ・ 扁 桃 炎 に お け る M R S A の 存 在 は 無 視 で き な

く な っ て く る と 考 え ら れ る ．P R ( I ) S P は 鈴 木 ら

5 ) の 1 9 9 5 年 の 検 討 で S .  p n e u m o n i a e の 6 0 % ，

1 9 9 6 年 で 8 0 % と 増 加 傾 向 に あ る と し て い る ．

2 0 0 0 年 の 藤 澤 ら 6 ) の 検 討 で は P I S P が S .  

p n e u m o n i a e 1 3 株 中 6 株 ( 4 6 . 2 % ) で あ っ た ． 今 回

の 検 討 で は 検 出 株 が 少 な い も の の P I S P が S .  

p n e u m o n i a e 4 株 中 1 株 ( 2 5 % ) 検 出 さ れ ，今 後 注 意
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が 必 要 と 思 わ れ た ． こ れ ま で M .  c a t a r r h a l i s

と H .  i n f l u e n z a e の 耐 性 化 を 急 性 咽 頭 ・ 扁 桃 炎

で 検 討 し た 報 告 は ほ と ん ど 見 ら れ な い ． 今 回

の 検 討 で は M .  c a t a r r h a l i s は 検 出 さ れ た 4 株

中 4 株 と も β - l a c t a m a s e 産 生 株 で あ り ，耐 性 化

が 著 明 で あ る ． さ ら に B L N A R は H .  

i n f l u e n z a e 2 6 株 中 3 株 ( 1 1 . 5 % ) に 検 出 さ れ て お

り ， こ れ ら 菌 種 の 耐 性 化 も 今 後 注 目 し て い く

べ き と 考 え ら れ た ．  

薬 剤 感 受 性 の 検 討 か ら L V F X は H .  

i n f l u e n z a e  と S .  a u r e u s に 対 し て 今 回 検 討 し

た 薬 剤 の 中 で は 最 も 抗 菌 活 性 が 高 く ， β 溶 連

菌 に 対 し て も 高 い 臨 床 効 果 が 期 待 で き る と 考

え ら れ る ． 安 部 ら 1 0 ) は 急 性 扁 桃 炎 に お い て 重

症 度 ス コ ア を 用 い た L V F X の 有 用 性 の 検 討 を 行

っ て お り ， 特 に 重 症 例 に お い て そ の 有 用 性 を

指 摘 し て い る ． ま た C F P N - P I と C D T R - P I も β 溶

連 菌 や H .  i n f l u e n z a e な ど に 対 し て 臨 床 効 果

が 期 待 で き る ．  

 臨 床 的 に は 重 症 例 に β 溶 連 菌 の 頻 度 検 出 頻
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度 が 高 い と 報 告 さ れ て い る 8 . 1 1 ) . 今 回 重 症 度

ス コ ア を 用 い た 検 討 に お い て 初 診 時 ，3 - 5 日 目

で β 溶 連 菌 検 出 群 で は 有 意 に 症 状 ， 咽 頭 ・ 扁

桃 ， 重 症 度 ス コ ア が 高 か っ た こ と , 重 症 群 で は

β 溶 連 菌 が 多 く 検 出 さ れ た こ と か ら ， こ れ ま で の

報 告 と 同 様 で β 溶 連 菌 検 出 例 は 重 症 例 が 多 く ，

治 癒 も 遷 延 化 し や す い と 言 え る ．ま た A 群 β 溶

連 菌 迅 速 診 断 キ ッ ト 陽 性 と A 群 β 溶 連 菌 検 出

に 有 意 な 相 関 を 認 め た こ と か ら ， 迅 速 診 断 キ

ッ ト な ど を 用 い て 早 期 に β 溶 連 菌 感 染 を 検 出

し ， 適 切 な 治 療 を 行 う こ と が 重 要 で あ る と 考

え ら れ た ．  

 

ま と め  

1 ． 急 性 咽 頭 ・ 扁 桃 炎 1 0 8 例 中 9 5 例 で ， 合 計 1 6 5

株 の 菌 が 同 定 さ れ た ．  

2 ． H a e m o p h i l u s 属 の 分 離 頻 度 が 5 4 . 5 % と 高 く ，

A 群 β 溶 連 菌 ( S .  p y o g e n e s ) は 5 . 5 % で あ っ た ．  

3 ． 初 診 時 ， β 溶 連 菌 検 出 群 で は 症 状 ， 咽 頭 ・

扁 桃 ， 重 症 度 ス コ ア が 高 く ， 重 症 化 ， 遷 延 化

 - 13 - 



に 関 連 し て い た ．  
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